










　『知性の視野』は、恒藤が主に戦前 ･ 戦中に書いた学問 ･ 文化 ･ 学生 ･ 教養等に関する論考集（2）
である。今回取り上げる各論稿は、初出が 1930 年代だったものが 3 篇、表1の（E）第Ⅹ篇の








『知性の視野』　所収情報 （掲載頁） 初出年月 初出掲載書籍等 本稿内容分類
（A） 第Ⅲ篇 「文化の本質」 95-116 1939年 8 月 哲学教養講座 6：文化 ( 三笠書房 ) 文化論・教養論
（B） 第Ⅳ篇 「民族文化における個性的なるもの」 117-126 1930年12月 不明 文化論
（C） 第Ⅴ篇 「地方文化の在りかた」 127-142 1947年 1 月 四国春秋 ( 四国新聞社） 文化論・都市論



































































































































































































































































































































































































































































































　渡辺（2001）によれば、1930 年代から 1940 年代初頭にかけて、河合栄治郎編の『学生叢書』
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